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言
順

質問議員 質問番号 質問事項 質問枝番 質問要旨

1 藤原義春 1 1

一問一答
方式

2

3

2 「福祉総合窓口」
の設置について

1

3 1

2

2 仲島雄大 1 1

一問一答
方式

2

3

4

2 1

2

3

3 1

2

3

4

5

滋賀県野洲市では、納税推進課と市民生活相談課が情報共有し
て、生活困窮者の支援を行っている。税金や料金の滞納情報を
市民からのＳＯＳと捉えて、生活困窮者を発見し、行政から働
きかけている。この試みについて、伊奈町はどういう見解を持
っているか。

大雨により綾瀬川が氾濫しそうな時などに、ドローンを活用し
たらどうか。

生活困窮者の救済
について

職員研修について

その課題を令和７年度はどの様に反映させ取り組んでいくのか
を伺う。

令和７年第１回伊奈町議会（定例会）

伊奈町役場では、どのように生活困窮者を把握しているか。

生活保護の実施機関である、埼玉県東部中央福祉事務所では、
生活困窮者にどう対応し、どういった基準で生活保護の決定を
行っているか。

「子ども用車いす」に関する現在の啓発活動について伺う。

小・中学校にて実施されている空撮を、セスナ機からドローン
に変更してはどうか。

令和６年度は「メンター制度の実施に係る規定」整備を行うと
答弁があったが、その作成状況とメンター制度導入予定日を明
確に提示願う。

若年層の離職防止について「エンゲージメントを高める取組を
進める」と答弁があったが、イベント等に直接関わらない職員
に対しての取組について伺う。

令和６年度においての職員研修に対する成果と課題はどの様な
点かを伺う。

「がん」に対するホームページ掲載状況と啓発について伺う。

狭山市では、市役所の１階に「福祉総合窓口」を設置し、福祉
全般にわたる相談を受け付けている。相談先のわからない方や､
複合的な課題を抱えている方などの相談を受け付けているが、
伊奈町役場でも「福祉総合窓口」を設置し、幅広い対応を行っ
たらどうか。

病院や商店をはじめとする町内各所への「子ども用車いす」ポ
スターの掲示状況について伺う。

ＡＹＡ世代に対する支援体制に対しての考えと現在の取組につ
いて伺う。

町役場でのドロー
ンの購入について

バリアフリーとユニバーサルデザインの違いをどの様に解釈し
ているかを伺う。

庁舎内の和式トイレには全室手すりが付いていないが、バリア
フリー等の観点を踏まえ説明を求む。

町におけるアピアランスケア事業の具体的な進捗状況について
伺う。

がん患者に対する
支援体制状況につ
いて

「子ども用車いす
」の啓発状況及び
庁舎のバリアフリ
ーについて

洋式トイレでは、片側のみにしか手すりが付けられていない。
何故、片側だけにしか取付けられていないのか説明を求む。
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2 仲島雄大 4 1

2

3

4

5

3 川内雅人 1 1

一問一答
方式

2

3

2 1

2

3

4 山野智彦 1 1

一問一答
方式

2

3

4

2 1

2

3

5 大沢淳 1 1

一問一答
方式

2

2 1

2

3

4

3 中部第一号調整池
の排水環境の改善

1

対策はどのように考えるか。

３０年で７．８８倍に増加した民生費について、その主な要因
は何か。社会福祉費、児童福祉費、それぞれで伺う。

民生費の額について、令和６年度、７年度の見通しはどうか。

現在の利用状況と５年前、１０年前との比較。

魅力発信大使の活動実績は。

現在のシティプロモーションの主な取組は。町のシティプロモ
ーションについて

問題点、課題点についてはどうとらえているか。

上尾市、桶川市、伊奈町並びにさいたま市、久喜市における委
託とセルフの件数と比率。

排水環境の課題と解決に向けて。

プレクラス制度導
入検討について

小学校１年生のクラス編成は、どの様な情報を基に実施してい
るか伺う。

小学校１年生を担当する教員の経験年数は、概ね何年となって
いるのか伺う。

伊奈町共通お買物券の直近一年の利用額は。

小学校１年生のクラス編成で苦慮する事はどの様な内容か伺う｡

既に導入が行われる予定である東京都港区への視察等は検討し
ないのか。

フィルムコミッションの実績は。

町でプレクラス制度が導入されると仮定した場合、どの様な事
が障壁となると考えるか。

町の小売業につい
て

町内の小売業者の振興プランは。

移動スーパーの導入状況は。

このまま民生費が増加した場合、町および町民にどのようなこ
とが起きうるか。

今回の防災訓練は、どのような目的と設定で行われたものか。

難聴児補聴器購入
費助成事業の現状
と充実に向けて

この３０年で民生
費が７．８８倍に
なった町財政の今
後を伺う

訓練の運営や成果について、評価を伺う。

制度の概要並びに伊奈町の現状及び課題の解決に向けて。

令和７年１月２６
日実施の伊奈町防
災訓練について

障害を有する方の
サービス等利用計
画等の相談及び作
成

周知方法。

県内自治体の対象年齢。

大学卒業程度まで対象年齢の引き上げを。
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6 戸張光枝 1 1

一問一答
方式

2

3

2 1

2

3

3 1

2

3

7 五味雅美 1 1

一問一答
方式

2

2 1

2

3

3 1

2

8 大野興一 1 1

一問一答
方式

2

3

2 1

2

3

4

5

9 木俣美千代 1 1

一問一答
方式

2

中学生の起立性調
節障害は

お父さんの子育て
支援を

少子化対策強化、
不妊治療の通院費
助成を

核兵器廃絶に向け
て町の具体的な取
組は

町内において原爆展の開催は。

妊娠後期支援事業は県の乳幼児医療費助成制度拡充部分の予算
枠で充当しているが適用事業の内訳と執行率は。

事業内容と成果はどうか。また課題は何か。

国民健康保険や高齢者医療保険の保険税（料）滞納者に対して
被保険者証を返還させる従来の制度について、伊奈町での状況
はどうだったのか。

ふれあい収集事業
の充実を

体育館にエアコン
を

町内および近隣市において不妊治療実施の医療機関は。また不
妊治療の中でも保険適用外の先進医療を受けられる医療機関は｡

子育て中のお父さんを支援する取組は。

教育センターに専門家の配置を。

八潮市の道路陥没事故での伊奈町での経過と対応はどうだった
か。

国の令和６年度の補正予算で体育館のエアコン整備の予算が組
まれた。伊奈町の令和７年度予算では。

起立性調節障害とは。

早期不妊検査および不育症検査の助成制度に関して、制度開始
からの実績と課題は。

体育館の調査の結果は。

学校の起立性調節障害の生徒数は。

マイナンバー法の改定で滞納者への対応はどうなるのか。

厚労省の課長通知で、滞納者に対する相談の充実と生活実態の
把握を求めているが、町の取組はどうか。

「核兵器禁止条約」を締結することを求める署名活動への取組
は。

ごみ集積所の管理に関して区長や住民から寄せられる相談・苦
情は。

企業オーナー型ごみステーション設置の推進に関してご見解を｡

収集業者から寄せられる声は。

町職員の男女別の育児休業取得率を伺う。

起立性調節障害の生徒への指導は。

各学校の不登校の生徒数は。

高齢者世帯の増加に対応して、支援対象の拡充や運用の改善を｡

企業オーナー型ご
みステーション設
置でバラの町の美
観を保つ取組を

八潮市の道路陥没
事故から教訓を

国保等の保険税滞
納者への相談強化
を

ＶＲ映像を活用し被爆体験の継承の場作りを。

調査の結果、エアコン設置は。

今回の事故からの教訓や課題は何か。
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9 木俣美千代 1 お父さんの子育て
支援を

3

2 1

2

3

3 1

2

3

4

10 武藤倫雄 1 1

一問一答
方式

2

2 1

2

3

4

3 1

2

3

4

11 冨井篤弥 1 1

一問一答
方式

2

3

4

5

6

7

8

町に住む国民のた
めの伊奈町まちづ
くり基本条例の制
定を

条例案において、子どもたちのまちづくりへの参加や参画の権
利を保障する内容は。

常設型住民投票条例の設置について町の考えを伺う。

条例案は、条文作成にあたり住民のシビックプライド形成の考
えを取り入れているか。

条例案は、住民参加や参画の機会を保障するものか。

志久駅エレベーター設置の進捗と計画遂行の状況はどうか。

「伊奈町版スーパー・シティプロジェクト」及び「町のにぎわ
い創出事業」の今後の進め方はどうか。

制度の果たす役割をどう捉えているか。

福祉的な支援の必要性について町の見解は。

成年後見制度の首
長申し立てについ
て

警察庁から出ている要綱に準拠した設置基準に改定すべきと考
えるが見解は。

事例への対応の流れはどうか。

女性のひきこもり支援は。

孫の育児休暇取得について町の見解は。

条例案の作成にいたるまでの、住民への説明やヒアリング、意
見交換会等の実施の状況を伺う。

平成２７年以降の実績はどうか。

伊奈町版スーパー・シティプロジェクトにおける元気まちづく
り課と企画課の所掌内容はどうか。

パーティションや段ボールベッド等の備蓄は。

保健衛生環境の整備の取組は。

身を守るため防犯ブザー等の備蓄は。

実務上の設置基準はどうか。

災害後の命と健康
を守る

まちづくりの主体者は、町に住む国民であると考えるが、町の
考えを伺う。

町のにぎわい創出調査の進捗状況はどうか。

女性のひきこもり
に支援を

今後、住民参加型のまちづくりを実現するために検討している
取組等を伺う。

街路灯の設置基準
について

所掌する担当課はどこか。

ニューシャトル駅
周辺の今後につい
て

女性が集う場所の提供は。

相談窓口と相談件数は。

条例案の町民の定義について、住民第一の考えとなっているか｡
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12 栗原惠子 1 1

一問一答
方式

2

3

4

5

6

2 1

2

3

4

3 1

2

13 上野尚德 1 1

一問一答
方式

2

3

4

5

6

7

8

9

10

2 1

2

3

4

水道水における「
ＰＦＡＳ」につい
て

ＰＦＡＳの毒性について町はどのように認識しているか。

ＰＦＡＳの水質検査の実施の有無と結果および検査の間隔は。

ＰＦＡＳの検査結果を町民にどのように周知しているか。

今後検出された場合の町の対応は。

布設してある上下水道管等の耐用年数は。

耐用年数を超えている地下埋設管の数量は。

布設替えに必要な概算単価と総工費は。

水道管、下水道管等の破裂は、伊奈町では起こっていないか。
またこれから起こらないか。

伊奈町の上下水道
、道路。安心して
住み続けられるた
めの整備は進めら
れているのか

万が一、水道管、下水道管が破裂した場合の緊急対応スキーム
は。

「伊奈町子ども・子育て支援事業計画」の具体的施策内容と進
捗状況は。

「伊奈町総合振興計画」、「伊奈町環境基本計画」、「伊奈町
緑の基本計画」にこれらの目標をどのように反映させていくの
か。

道路陥没が起きた際の緊急対応スキームは。

若年層の定住促進策の検討は。

町の水道管、下水道管の管種別の総延長は。

水道管、下水道管の破裂、道路陥没が起こらないようにするた
めの今後の取組は。

部活動の活動時間は、今後どのようになっていくのか。

環境保全と生物多
様性の推進につい
て

水道管、下水道管以外に町道、県道に敷設されている地下埋設
管と総延長は。

今後の部活動の活動時間について、生徒と保護者にしっかりと
説明し、理解を得ているのか。

町の人口減少対策
と子育て支援につ
いて

八潮市で起きた道路陥没は伊奈町では起こらないか。

地域連携、地域クラブへの移行は進んでいるのか。

部活動の受け皿となる地域クラブ等に学校や町の施設、道具な
どを優先的に無料、低価格で貸し出せるのか。

部活動のあり方と
地域移行。子ども
たちを置いてきぼ
りにしないために

子育て世代への支援策の充実について、町はどのように取り組
む計画なのか。

子育て支援拠点の活用状況と今後の展望は。

国が掲げる「ネイチャーポジティブ」や「陸域と海域の３０％
以上の保全」目標に対し、伊奈町としての考えは。

多子世帯への支援策の評価と拡充の検討は。

町民から寄せられた意見の反映状況は。
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13 上野尚德 2 5

6

7

8

14 青木久男 1 1

一問一答
方式

2

3

4

2 1

2

3

4

5

6 教育のデジタル化で児童・生徒の負担やデメリットについての
検討状況はどうか。

先々月実施した中部地区住民対象の総合防災訓練の概要を伺う｡

災害対策本部運営訓練の参加者と実施状況はどうか。

２０２５年以降の部活動の方向性は。

第３８回伊奈町総
合防災訓練につい
て

令和６年度伊奈町
教育委員会点検・
評価報告書につい
て

作成についての経緯は。

評価の基準は何か。

必要な行政文書の保存の具体的な動きはどうか。

炊き出し訓練の実施状況。

地域クラブへの移行後、会費が発生する場合、対象者、対象世
帯に補助は出せるのか。

２０２５年、そしてそれ以降の地域移行へ向けた取組内容は。

避難所開設・運営訓練の状況はどうか。

地域クラブ、指導員等に支援はできるのか。

学識経験者の選定経過及び意見等の収集方法は。

学校保健事業で教職員の健康上の問題点及びその対処について｡

部活動のあり方と
地域移行。子ども
たちを置いてきぼ
りにしないために
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